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6月の主な活動

 1日 第1回医療部門連絡会
 9日 第8回四役会議
 10日 第3回労働条件委員会
 12日 土曜相談会
   セクハラ・パワハラ防止

に関する街宣
  第21回女性集会
 16日 第8回執行委員会
 19日  第7回青年委員会
  ユースラリー実行委員会
 22日 第46回地方委員会
 23日 朝街宣(新潟駅前)
 27日 女と男フェスティバル

県要請

にいがた女
ひと

と男
ひと

フェスティバル2010
（財）新潟県女性財団主催のワークショップに連合新潟
女性委員会が参画します。
日　時：2010年６月27日（日）10：00～12：00
場　所：新潟ユニゾンプラザ４階「小研修室１」
テーマ：「セクハラ、パワハラお断り！」
男性・女性問わず多くのご参加をお待ちしています。

※託児所もあります。どうぞご利用下さい。（事前予約必要）

　

連
合
は
毎
年
六
月
を
「
男
女

平
等
月
間
」
に
設
定
し
、
関
係

法
令
の
周
知
、
学
習
会
な
ど
を

開
催
し
て
い
ま
す
。

　

男
女
平
等
社
会
の
実
現
は
、

こ
れ
ま
で
多
く
の
場
面
で
論
議

さ
れ
、
進
め
ら
れ
て
き
ま
し
た
。

「
男
女
雇
用
機
会
均
等
法
」
や

「
男
女
共
同
参
画
社
会
基
本
法
」

な
ど
が
制
定
、
ま
た
は
改
正
さ

れ
、
法
制
面
で
の
男
女
平
等
は

進
ん
だ
も
の
の
、
女
性
の
方
針

決
定
過
程
へ
の
参
画
や
、採
用
・

賃
金
や
昇
進
の
男
女
間
格
差
な

ど
課
題
は
多
く
、
実
質
的
な
男

女
平
等
は
進
ん
で
い
な
い
現
状

で
す
。

　

連
合
は
一
九
八
五
年
六
月
一

日
に「
男
女
雇
用
機
会
均
等
法
」

が
、
一
九
九
九
年
六
月
二
三
日

に
「
男
女
共
同
参
画
推
進
基
本

法
」
が
制
定
さ
れ
た
こ
と
を
記

六
月
は
男
女
平
等
月
間

念
し
て
、
毎
年
六
月
を
男
女
平

等
月
間
と
し
て
お
り
、
国
や
地

方
自
治
体
で
も
同
じ
よ
う
に
設

定
し
て
い
ま
す
。

　

連
合
新
潟
は
こ
れ
ま
で
、
地

域
社
会
に
お
け
る
男
女
平
等
参

画
を
進
め
る
た
め
に
、
ま
ず
職

場
や
労
働
組
合
内
で
の
女
性
参

画
の
推
進
に
取
り
組
ん
で
き
ま

し
た
。
具
体
的
に
は
、
①
連
合

新
潟
役
員
の
女
性
比
率
の
向
上
、

②
各
構
成
組
織
、
地
域
協
議
会

で
の
女
性
役
員
ゼ
ロ
組
織
を
無

く
す
、
③
決
議
機
関
へ
の
女
性

代
議
員
参
画
、
④
男
女
平
等
政

策
の
具
体
化
な
ど
で
す
。

　

取
り
組
み
か
ら
六
年
、
連
合

新
潟
女
性
執
行
委
員
は
五
人
、

構
成
組
織
・
地
域
協
議
会
で
の

女
性
役
員
数
、
代
議
員
数
も
少

し
ず
つ
増
え
て
き
て
い
ま
す
。

　

今
年
の
男
女
平
等
月
間
の
取

り
組
み
は
、六
月
一
二
日（
土
）

に
「
第
二
一
回
女
性
集
会
」
を

開
催
し
、ア
ト
リ
エ
エ
ム（
株
）

三
木
啓
子
代
表
か
ら
「
セ
ク
ハ

ラ
・
パ
ワ
ハ
ラ
お
断
り
！
」
と

題
し
て
の
講
演
、
前
段
に
は
万

代
シ
テ
ィ
で
同
様
の
テ
ー
マ
で

世
論
喚
起
や
、
問
題
提
起
を
目

的
に
街
頭
宣
伝
行
動
を
行
い
ま

し
た
。

　

男
性
の
働
き
方
、
育
児
・
介

　

連
合
新
潟
は
昨
年
、
労
働
相

談
で
セ
ク
ハ
ラ
被
害
の
相
談
を

受
け
ま
し
た
。
中
小
零
細
企
業

に
お
け
る
事
例
で
、
加
害
者
イ

コ
ー
ル
事
業
主
で
あ
り
、
新
潟

労
働
局
雇
用
均
等
室
の
対
応
も

不
十
分
だ
っ
た
た
め
、
三
人
の

セ
ク
ハ
ラ
・
パ
ワ
ハ
ラ

防
止
を
要
請

相
談
者
の
う
ち
二
人
は
、
泣
き

寝
入
り
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。

一
人
は
な
ん
と
か
「
労
働
審
判

制
度
」
を
活
用
す
る
こ
と
で
和

解
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
が
、

こ
の
よ
う
な
事
例
は
他
に
も
多

く
存
在
す
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
連
合
新
潟
女
性
委

員
会
は
新
潟
県
な
ら
び
に（
社
）

新
潟
県
経
営
者
協
会
へ
セ
ク
ハ

ラ
・
パ
ワ
ハ
ラ
被
害
の
未
然
防

止
に
向
け
た
要
請
行
動
を
行
い

ま
し
た
。

　

新
潟
県
か
ら
は
「
県
民
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
に
お
け
る
男
女
平

等
社
会
の
形
成
が
進
ん
で
い
な

い
要
因
の
分
析
、
公
表
に
努
め

る
。
零
細
企
業
で
の
ハ
ラ
ス
メ

ン
ト
対
策
に
課
題
が
あ
る
と
認

識
し
て
い
る
。
周
知
や
指
導
を

含
め
し
っ
か
り
対
応
し
て
い

く
」
と
の
回
答
が
あ
り
ま
し
た
。

　

新
潟
県
も
六
月
に
男
女
共
同

参
画
週
間
を
設
定
し
て
い
ま
す

が
、
事
業
主
の
男
女
平
等
や
ハ

ラ
ス
メ
ン
ト
に
対
す
る
意
識
醸

成
に
向
け
た
更
な
る
取
り
組
み

を
期
待
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

経営者協会要請

と
ど
け
！ 

新
潟
米

　

と
ど
け
！ 

新
潟
県
民
の
ま
ご
こ
ろ

　

新
潟
地
協
と
し
て
五
年
目
と

な
る
「
ア
ジ
ア
・
ア
フ
リ
カ
救

援
米
」
運
動
の
田
植
え
が
五
月

一
五
日
、
清
々
し
い
気
候
の
中
、

新
潟
市
西
蒲
区
岩
室
和
納
の
生

産
者
・
池
上
一
喜
さ
ん
の
田
ん

ぼ
で
行
わ
れ
、
新
潟
地
協
に
結

集
す
る
組
合
員
と
そ
の
家
族
な

ど
五
五
人
（
う
ち
子
ど
も
一
六

人
）
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

笠
原
副
実
行
委
員
長
の
あ
い

さ
つ
後
、
池
上
さ
ん
よ
り
田
植

え
の
指
導
が
あ
り
、
い
よ
い
よ

田
ん
ぼ
へ
。
参
加
者
は
大
人
も

子
ど
も
も
関
係
な
く
泥
ま
み
れ

に
な
り
な
が
ら
、
お
よ
そ
一
反

の
田
ん
ぼ
に
す
べ
て
手
植
え
を

し
ま
し
た
。

　

終
了
後
は
、初
の
試
み
の「
ペ

ッ
ト
ボ
ト
ル
稲
」
を
子
ど
も
た

ち
が
体
験
し
、
全
農
林
の
方
々

が
作
ら
れ
た
豚
汁
と
お
に
ぎ
り

が
振
舞
わ
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、

田
植
え
前
に
出
題
さ
れ
た
お
米

に
関
す
る
ク
イ
ズ
の
表
彰
式
、

子
ど
も
対
象
の
輪
投
げ
ゲ
ー
ム

が
行
わ
れ
閉
会
と
な
り
ま
し
た
。

　

新
潟
市
中
央
区
の
万
代
シ
テ

ィ
パ
ー
ク
で
は
「
世
界
の
子
供

た
ち
を
救
え
！
ア
ジ
ア
・
ア
フ

リ
カ
救
援
米
」
と
記
載
さ
れ
た

看
板
な
ど
三
枚
を
展
示
し
、
市

民
に
連
合
の
活
動
を
ア
ピ
ー
ル

し
て
い
ま
す
。

　

秋
に
は
お
よ
そ
五
〇
〇
キ
ロ

グ
ラ
ム
の
お
米
の
収
穫
が
予
定

さ
れ
て
お
り
、
県
内
各
地
の
収

穫
分
と
合
わ
せ
来
春
、
食
料
不

足
で
苦
し
む
国
々
へ
届
け
ら
れ

ま
す
。

　

連
合
新
潟
は
、
五
月
二
二
日

（
土
）
新
潟
市
・
ク
ロ
ス
パ
ル

に
い
が
た
で
「
政
治
学
習
会
」

を
開
催
し
、
産
別
・
単
組
か
ら

八
五
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

こ
の
夏
の
第
二
二
回
参
議
院

議
員
選
挙
や
来
春
の
統
一
地
方

選
挙
を
前
に
、
違
反
の
な
い
政

治
活
動
・
選
挙
活
動
を
進
め
る

た
め
に
「
政
治
活
動
と
選
挙
の

コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
」
と
題
し
、

五
百
蔵
（
い
お
ろ
い
）
洋
一
氏

（
連
合
顧
問
弁
護
士
）
を
講
師

に
迎
え
講
演
を
受
け
ま
し
た
。

　

当
選
し
て
も
連
座
で
当
選
が

無
効
に
な
っ
た
り
す
る
悲
劇
は

な
ん
と
し
て
も
避
け
な
け
れ
ば

政
治
学
習
会
を
開
催な

り
ま
せ
ん
。
時
代
は
コ
ン
プ

ラ
イ
ア
ン
ス
（
法
令
遵
守
）
を

求
め
て
い
ま
す
。

　

講
師
か
ら
は
過
去
の
選
挙
違

反
や
連
座
の
教
訓
と
し
て
北
海

道
五
区
「
小
林
千
代
美
衆
議
院

議
員
事
件
」
な
ど
身
近
に
起
こ

っ
た
具
体
例
を
挙
げ
、
分
か
り
や

す
く
説
明
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

講
演
後
の
質
疑
で
は
、
多
く

の
参
加
者
が
、
日
頃
疑
問
に
感

じ
て
い
る
事
を
素
直
に
質
問
さ

れ
て
い
ま
し
た
。

　

参
加
者
は
新
た
な
気
持
ち
で

各
推
薦
候
補
の
当
選
に
向
け
、

取
り
組
み
の
強
化
と
徹
底
を
誓

い
ま
し
た
。

女性役員交流研修会開催
日　時：2010年７月31日（土）13：00～16：00
会　場：労福協会館　２階研修室
内　容：「労働組合への女性参画について」
講　師：連合中央執行委員　芳野　友子さん（ＪＡＭ）
対　象：連合新潟構成組織・地協女性役員、
　　　　女性役員未選出、構成組織・地協役員（男性）
　　　　連合新潟男女平等委員他

▶連合エコライフ21
連合は環境問題にも積極的に取り組んでいます。

①「ユーズ・ グリーン」アクション
　環境に配慮して作られた製品や、国産資源を利用した
製品を積極的に活用しましょう！

②「環境にやさしい10の生活」の実践
・ 部屋の温度を夏は28℃、冬は20℃にキープしよう。
・ 電化製品の主電源を切れば、待機電力は90％削減できる。
・ 公共交通や自転車等による「エコ通勤」をしよう。
・ マイエコバッグを持ち歩き、省包装・簡易包装の商品を
優先しよう。

・ 紙や木材製品を買う時は国産材・ 間伐材のものを選ぼう。
・ 食べ物はなるべく近くの土地で採れたものを選んで食べ
よう。

・ 食品廃棄・ ロスはできるかぎり減らそう。
・ ゴミは減量し、再利用可能な資源を分別して有効利用。
・ 省エネ製品など、環境に配慮した製品を選択しよう。
・ エコ運転をしよう。（自動車の急発進・ 急停止をしない）

「行動」し、「見える化」で確認し、さらなる「行動」へ！
地球と環境にやさしい生活をこころがけましょう！

テレビでおなじみ金子勝さんを招いて記念シンポジウム
連合新潟結成20周年を記念してシンポジウムを開催します。
日　時：2010年８月８日（日）14：00～16：30
場　所：新潟市万代市民会館６階「多目的ホール」
テーマ：「労働と雇用から見た日本社会の展望（仮称）」
別途ご案内いたします。お問い合わせは連合新潟渡辺まで
※駐車場はありませんので、公共交通機関をご利用ください。

■ 

第
20
回
新
潟
県
勤
労
者
駅
伝
大
会 

■

と　

き
：
９
月
18
日
（
土
）

と
こ
ろ
：
東
北
電
力
ビ
ッ
ク
ス
ワ
ン
ス
タ
ジ
ア
ム

※
詳
細
は
、
後
日
ご
案
内
し
ま
す
。

中小元気派宣言
№３

１．春季生活闘争でよく使われる用語と、
　　賃金交渉にむけた基礎知識～３～

Ｑ　「ベースアップ」と「定期昇給」の違いは何ですか？
　Ａ 　ベースアップ（ベア）とは、個別賃金水準を引き上げることです。簡単にい

えば、賃金表の書き換えです。一方、定期昇給（定昇）とは、前任者（先輩）
に追いつくために必要な個人別の賃金の上昇のことをいいます。簡単にいえば、
賃金表上の移動です。例えば、34歳の人の賃上げは、34→35歳の定期昇給
＋35歳のベアとなります。定期昇給制度が実施されていない場合、定昇に相
当する部分を交渉で確保しなければ、個別賃金水準が低下することになります。

Ｑ　なぜ「定昇相当分」と「ベア」を区別するのですか？
　Ａ 　ベア分と定昇相当分を区分けする理由は、

①　定期昇給についてしっかりと交渉する。
　定昇に代表される賃金カーブの維持は、経営責任として行うべきことであ
り、その職場のルールを守ることなのだ、ということをきちんと主張するた
めに、「定昇相当分」を明確にする必要があります。
②　「ベア」交渉を有利に進めるため。
　労働組合は、組合員のがんばりを認めることや、適性な業績の配分を要求
します。それに対応するのが「ベア」であり、それを明確にすることによっ
て交渉力を強められるのです。

公
選
法
を

　

し
っ
か
り
確
認
し
よ
う

護
の
課
題
、
女
性
の
働
き
続
け

る
環
境
づ
く
り
な
ど
、
男
女
平

等
社
会
の
実
現
に
は
課
題
が
山

積
し
て
い
ま
す
。
男
女
の
意
識

改
革
、
環
境
整
備
を
着
実
に
進

め
、
男
女
が
共
に
働
き
や
す
く
、

暮
し
や
す
い
社
会
を
創
り
ま
す
。

男
女
差
別
の
な
い
社
会
の

実
現
を
目
指
す



公契約シリーズ③

柳
やなぎ

沢
さわ

　光
みつ

美
よし

（UIゼンセン同盟、現①・61）

江
え

﨑
さき

　　孝
たかし

（自治労、新・53）

直
なお

嶋
しま

　正
まさ

行
ゆき

（自動車総連、現③・64）

加
か

藤
とう

　敏
とし

幸
ゆき

（電機連合、現①・60）

津
つ

田
だ

弥
や

太
た

郎
ろう

（JAM、現①・57）

那
な

谷
たに

屋
や

正
まさ

義
よし

（日教組、現①・52）

石
いし

橋
ばし

　通
みち

宏
ひろ

（情報労連、新・44）

難
なん

波
ば

　奨
しょう

二
じ

（JP労組、新・50）

小
こ

林
ばやし

　正
まさ

夫
お

（電力総連、現①・62）

板
いた

倉
くら

　一
かず

幸
ゆき

（私鉄総連、新・58）

田
た

城
しろ

　　郁
かおる

（JR総連、新・50）

比例代表選挙
連合組織内候補予定者

田中なおき 現②・69（民主党公認）こんどう正道 現①・63（無所属）

連　　　合　　　新　　　潟2010年６月15日 （毎月１回15日発行）
平成２年２月19日
第三種郵便物認可（ ） (2)第232号

労働で悩んでいる人、あなたの周りにいませんか？　無料相談 0
フリーダイヤル

120-1
いこうよ

54-0
れんごうに

52（平日9:00～17:00）

　皆さんは、名前が２つ有るビルをご存知でしょうか？実
は、連合新潟などの労働団体が入居しているビルは、建物
には「勤労福祉会館」の表示が、入口には「労福協会館」
という看板があり、２つの名称が混在しています。
　なぜ、こうなったのかはさだかではありませんが、ビル
の建設にあたり、県・市への申請の文章には正式名称「新
潟県勤労福祉会館」（通称「労福協会館」）と記載されそれ
が今日まで続いています。

　連合新潟は通称の「労福
協会館」を使用しています
が、地図などは「新潟県勤
労福祉会館」となっている
ため、組合員や来訪者から
「紛らわしい」との意見が
出ています。名称について
は今後検討される事になりました。
 （連合新潟　小島　晋）

②

　

五
月
一
八
日
（
火
）
コ
ー
プ

シ
テ
ィ
花
園
「
ガ
レ
ッ
ソ
ホ
ー

ル
」
に
て
「
連
合
新
潟
公
契
約

学
習
会
」
を
開
催
し
、
構
成
組

織
、
地
域
協
議
会
、
連
合
推
薦

議
員
、
地
方
自
治
体
担
当
者
な

ま
な
い
。
各
首
長
の
決
断
と
議

員
の
み
な
さ
ん
の
協
力
が
必
要

だ
」
と
挨
拶
が
あ
り
ま
し
た
。

　

今
年
の
学
習
会
に
は
全
国
で

初
め
て
公
契
約
条
例
を
制
定
し

た
千
葉
県
野
田
市
の
根
本
崇
市

長
を
招
き
、
公
契
約
条
例
制
定

ま
で
の
取
り
組
み
や
、
制
定
後

の
入
札
か
ら
見
え
た
課
題
な
ど

に
つ
い
て
講
演
い
た
だ
き
ま
し

た
。

　

根
本
市
長
は
「
公
契
約
の
条

例
の
制
定
は
市
民
の
声
か
ら
始

ま
っ
た
。
国
が
動
か
な
い
の
で

あ
れ
ば
先
に
作
っ
て
し
ま
お
う

と
い
う
思
い
で
制
定
し
た
。
市

が
発
注
す
る
仕
事
で
官
製
ワ
ー

キ
ン
グ
プ
ア
を
作
る
訳
に
は
い

か
な
い
。
次
に
続
く
自
治
体
が

手
を
挙
げ
る
こ
と
を
期
待
し
て

い
る
」
な
ど
条
例
制
定
ま
で
の

苦
労
や
今
後
の
課
題
に
つ
い
て

話
さ
れ
ま
し
た
。

　

地
方
自
治
体
が
発
注
す
る
公

共
サ
ー
ビ
ス
に
掛
か
る
費
用
は

税
金
で
賄
わ
れ
て
い
ま
す
。
経

費
の
節
減
は
必
要
で
す
し
、
住

民
か
ら
も
高
い
評
価
も
得
ら
れ

る
と
こ
ろ
で
す
。
労
働
者
の
賃

金
や
サ
ー
ビ
ス
の
質
が
し
っ
か

り
と
確
保
さ
れ
る
適
正
価
格
で

の
公
契
約
を
求
め
て
い
き
ま
す
。

　

公
契
約
（
地
方
自
治
体
が
発
注
す
る
公
共

サ
ー
ビ
ス
の
民
間
委
託
契
約
な
ど
）
の
低
価

格
入
札
は
労
働
者
の
低
賃
金
化
を
招
き
ま

す
。
低
価
格
入
札
に
歯
止
め
を
か
け
、

適
正
な
価
格
入
札
で
サ
ー
ビ
ス
の
質
を

安
定
さ
せ
、
そ
こ
で
働
く
労
働
者
の
労

働
条
件
と
賃
金
を
守
る
制
度
が
必
要
で

す
。

　

千
葉
県
野
田
市
で
は
、「
公
契
約
業

務
に
従
事
す
る
労
働
者
の
労
働
条
件
を

確
保
し
、
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
地
域
社

会
を
実
現
す
る
」
と
し
て
全
国
で
初
め

て
『
公
契
約
条
例
』
を
制
定
し
ま
し
た
。

大
き
な
特
徴
は
、「
公
契
約
業
務
に
従
事
す

る
民
間
の
労
働
者
の
賃
金
を
市
長
が
定
め

根
ね

本
もと

 崇
たかし

・野田市長

ど
約
六
〇
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

開
催
に
先
立
ち
斉
藤
連
合
新
潟

公
契
約
推
進
委
員
長
か
ら
「
県

内
各
地
で
の
条
例
制
定
に
向
け

て
取
り
組
み
を
進
め
て
き
た
。

連
合
だ
け
が
が
ん
ば
っ
て
も
進

る
」
と
い
う
も
の
で
す
。
労
働
者
は
同
市
の

市
民
で
す
。
安
心
し
て
働
け
る
社
会
つ
く
り

の
た
め
に
、
勇
気
を
持
っ
て
大
き
な
一
歩
を

踏
み
出
さ
れ
た
根
本
市
長
に
敬
意
を
表

し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

連
合
も
国
の
「
公
契
約
基
本
法
」
地

方
自
治
体
に
お
け
る
「
公
契
約
条
例
」

の
制
定
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　

行
き
過
ぎ
た
競
争
価
格
を
も
う
一
度

適
正
な
価
格
に
も
ど
す
の
は
容
易
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。

地
方
自
治
体
の
首
長
が
、
そ
こ
で
暮
す

生
活
者
の
声
に
耳
を
傾
け
、
一
歩
を
踏

み
出
せ
る
よ
う
、
連
合
新
潟
は
声
を
出
し
続

け
ま
す
。

い
ま
が
踏
ん
張
り
ど
こ
ろ
、

見
え
な
い
政
治
に
戻
さ
な
い
！

社
民
党
政
権
離
脱
受
け
、
近
藤
氏
の
扱
い
協
議

　

連
合
新
潟
は
、
六
月
一
六
日

の
第
八
回
執
行
委
員
会
で
、
社

民
党
が
政
権
与
党
か
ら
離
脱
し

た
こ
と
を
受
け
、
近
藤
氏
の
推

薦
継
続
の
可
否
に
つ
い
て
協
議

し
ま
し
た
。

　

第
二
二
回
参
議
院
議
員
選
挙

で
の
新
潟
選
挙
区
候
補
者
の
推

薦
に
つ
い
て
は
、
四
月
の
第
六

回
執
行
委
員
会
で
田
中
直
紀

（
民
主
党
）、
近
藤
正
道
（
社

民
党
）
の
両
氏
を
連
合
本
部
に

推
薦
申
請
す
る
こ
と
を
決
定
し
、

五
月
二
〇
日
に
連
合
の
推
薦
が

決
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
社
民
党
は
五
月
末

に
政
権
を
離
脱
し
、
近
藤
氏
の

推
薦
要
件
と
し
て
い
た
政
権
与

党
の
枠
組
み
か
ら
離
れ
て
し
ま

い
ま
し
た
。
こ
の
状
況
を
受
け

て
連
合
新
潟
は
、
第
八
回
執
行

委
員
会
で
協
議
し
次
の
と
お
り

整
理
し
ま
し
た
。

①　

近
藤
正
道
氏
に
つ
い
て
は
、

社
民
党
が
政
権
離
脱
し
た
こ
と

で
推
薦
要
件
か
ら
外
れ
た
。
一

土曜相談会 7月は10日に開催

労
働
条
件
確
保
に
向
け

　
　
　

法
律
や
条
例
を
学
ぶ

方
で
、
連
合
新
潟
と
結
ん
だ
政

策
協
定
に
あ
る
「
現
在
の
民
主

党
を
中
心
と
す
る
政
権
を
維
持

す
る
立
場
を
堅
持
す
る
」
に
対

す
る
考
え
は
変
わ
っ
て
い
な
い
。

仮
に
無
所
属
立
候
補
で
あ
っ
て

も
当
選
後
の
会
派
問
題
な
ど
不

確
定
で
あ
り
、
推
薦
取
り
消
し

を
連
合
本
部
に
申
請
す
る
。

②　

連
合
本
部
は
、
民
主
党
と

の
間
で
政
策
協
定
を
一
七
日
に

締
結
す
る
。
ま
た
、
社
民
党
、

国
民
新
党
と
は
、
政
策
協
定
締

結
に
向
け
協
議
中
で
あ
り
、
政

策
協
定
が
締
結
さ
れ
れ
ば
推
薦

要
件
を
満
た
す
も
の
と
判
断
で

き
る
の
で
、
推
薦
の
可
否
は
そ

の
結
論
を
受
け
て
連
合
本
部
で

決
定
す
る
こ
と
に
な
る
。
し
た

が
っ
て
、
連
合
本
部
で
取
り
消

し
が
確
認
さ
れ
る
ま
で
は
「
連

合
推
薦
」
の
扱
い
を
継
続
す
る
。

③　

推
薦
取
り
消
し
と
な
っ
た

場
合
は
、
連
合
新
潟
の
「
支
持

候
補
者
」
と
し
て
引
き
続
き
支

援
す
る
。

連合が求めるもの


